
　
日
本
整
形
外
科
学
会
学
術

総
会
は
、
運
動
器
機
能
の
維

持
・
改
善
を
支
援
す
る
医
療

技
術
の
発
展
を
目
指
し
て
開

催
さ
れ
、
国
内
外
の
来
場
者

一
万
人
を
動
員
す
る
学
会
で

す
。
今
年
は
「
伝
承
、革
新
、

そ
し
て
新
た
な
伝
統 

」
を

テ
ー
マ
に
、
パ
シ
フ
ィ
コ
横

浜
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
近
年
、
情
報
技
術
や
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の

発
展
に
と
も
な
い
、
医
療
分

野
に
お
い
て
も
目
覚
ま
し
い

技
術
革
新
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
そ
の
新
し
い

技
術
の
基
盤
に
は
、
先
人
の

知
恵
と
創
意
工
夫
に
よ
っ
て

開
発
さ
れ
た
治
療
法
が
あ
る

こ
と
、
そ
れ
を
再
認
識
す
る

こ
と
で
さ
ら
な
る
進
化
を
目

指
す
こ
と
を
テ
ー
マ
の
主
旨

と
し
て
い
ま
す
。

　
本
学
術
総
会
で
は
、
特
別

講
演
、
文
化
講
演
、
教
育
研

修
講
演
、
海
外
か
ら
の
招
待

講
演
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
先
人

の
偉
業
を
若
い
世
代
に
伝
承

す
る
セ
ッ
シ
ョ
ン
「Expert 

Lecture

」
や
、
股
関
節
、
足
・

足
関
節
、
手
・
肘
、
脊
椎
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
領
域
別

に
活
発
な
情
報
交
換
を
行
う

「Specialty day

」
が
企
画
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
、
昨
年
の
第
88

回
学
術
総
会
で
も
好
評
を
博

し
た
『
ス
マ
ホ
参
加
型
セ
ッ

シ
ョ
ン
』
を
今
回
も
実
施
し

ま
す
。
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
一

人
一
人
が
診
断
や
治
療
法
の

選
択
を
行
い
、
各
自
の
ス
マ

ホ
を
使
用
し
て
投
票
。
会
場

の
ス
ク
リ
ー
ン
へ
瞬
時
に
掲

示
さ
れ
た
結
果
を
も
と
に
、

議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
す
。

　
ミ
ナ
ト
医
科
学
は
、
第
89

回
日
本
整
形
外
科
学
会
学
術

総
会
に
出
展
。
1
9
2
平
方

メ
ー
ト
ル
の
ス
ペ
ー
ス
に
、

19
種
類
・
34
台
の
実
機
を
ラ

イ
ン
ナ
ッ
プ
し
、
展
示
試
乗

会
を
開
催
し
ま
す
。

　
展
示
ブ
ー
ス
内
は
ト
ー
タ

ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
さ
れ
た

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室
を

再
現
。
機
器
を
よ
り
心
地
よ

く
体
感
い
た
だ
く
た
め
に
、

癒
し
空
間
の
演
出
を
コ
ン
セ

プ
ト
と
し
、
カ
ラ
ー
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
や
ア
ロ
マ
な
ど

細
か
い
部
分
ま
で
配
慮
し
た

ブ
ー
ス
デ
ザ
イ
ン
を
行
い
ま

す
。

　
試
乗
機
に
は
ウ
ォ
ー
タ
ー

マ
ッ
サ
ー
ジ
ベ
ッ
ド
の
ア
ク

ア
タ
イ
ザ
ー
Q
Z-

2
4
0

を
8
台
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
。
過

去
の
展
示
会
で
常
に
試
乗
希

望
者
を
集
め
る
人
気
機
種
を

充
実
し
て
、
来
場
者
を
お
迎

え
し
ま
す
。
そ
の
他
に
は
、

座
っ
た
ま
ま
の
姿
勢
で
牽
引

「
伝
承
、革
新
、そ
し
て
新
た
な
伝
統
」を
テ
ー
マ
に
、運
動
器

疾
患
の
治
療
の
未
来
を
展
望
す
る
学
術
総
会「
第
89
回
日
本

整
形
外
科
学
会
学
術
総
会
」が
、5
月
12
日（
木
）か
ら
15
日

（
日
）ま
で
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
本
学
会
に

ミ
ナ
ト
医
科
学
も
出
展
。
会
場
の
ひ
と
つ
で
あ
る
展
示
ホ
ー

ル
に
、1
9
2
平
方
メ
ー
ト
ル
の
ト
ー
タ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
さ
れ
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室
を
再
現
し
て
、製
品
の

展
示
試
乗
会
を
行
い
ま
す
。
本
紙
で
は
、そ
の
見
ど
こ
ろ
を

ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
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ロ
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グ
ロ
ー
バ
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整
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外
科
医
療
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学
会

導
入
後
の
イ
メ
ー
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つ
か
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や
す
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展
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目
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し
た
ブ
ー
ス
デ
ザ
イ
ン
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治
療
が
行
え
る
2
つ
の
機

種
、
頸
椎
牽
引
装
置
の
ト

ラ
ッ
ク
タ
イ
ザ
ー
T
C 

-

C
1
と
腰
椎
牽
引
装
置
の

ス
ー
パ
ー
ト
ラ
ッ
ク

S
T-

2
L
。
会
場
を
歩
き

疲
れ
た
脚
に
癒
し
の
実
機
体

験
、
エ
ア
マ
ッ
サ
ー
ジ
器
ラ

ク
シ
ア
L
X-

H
1
。
新
感

覚
の
波
形
「
ス
ー
パ
ー
タ
イ

ダ
ル
波
」
が
心
地
よ
い
治
療

感
を
生
む
ポ
ラ
リ
ス
カ
イ
ネ

P
O ‒ 

3
i
と
P
O ‒ 

S
と

い
っ
た
物
理
療
法
機
器
を
ラ

イ
ン
ナ
ッ
プ
し
ま
す
。

　
加
え
て
、
虚
弱
高
齢
者
や

要
介
護
高
齢
者
の
身
体
機
能

を
高
め
、
要
介
護
に
陥
る
こ

と
を
防
ぐ
C
G
T
（
包
括
的

高
齢
者
運
動
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
）
を
支
援
す
る
ウ
ェ
ル
ト

ニ
ッ
ク
シ
リ
ー
ズ
と
S
D
シ

リ
ー
ズ
な
ど
の
、
運
動
療
法

機
器
の
試
乗
も
行
い
ま
す
。

※
出
展
機
器
の
情
報
は
、

本
誌
2
面
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
展
示
会
で
は
恒
例
の
ミ
ナ

ト
医
科
学
ブ
ー
ス
の
試
乗
者

の
行
列
。
H
O
S
P
E
X 

J
a
p
a
n 

2
0
1
5
で

は
、一
人
で
も
多
く
の
方
に

待
ち
時
間
な
く
ご
体
感
い
た

だ
け
る
よ
う
1
3
5
平
方
メ

ー
ト
ル
の
空
間
に
17
機
種
・

29
台
の
製
品
を
用
意
し
ま
し

た
。
が
、や
は
り
人
気
の
商

品
に
は
試
乗
希
望
者
で
常
時

10
〜
20
人
の
行
列
が
。

　
展
示
試
乗
会
で
特
に
人
気

の
製
品
は
、ウ
ォ
ー
タ
ー
マ

ッ
サ
ー
ジ
ベ
ッ
ド
の
ア
ク
ア

タ
イ
ザ
ー
Q
Z-

2
4
0
で

す
。
試
乗
機
は
連
日
フ
ル
稼

働
の
状
態
で
し
た
。

過
去
の
展
示
会
で
も
好
評
の

ミ
ナ
ト
医
科
学
の
試
乗
機
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戦
国
時
代
の
名
将
、伊
達

政
宗
は
永
禄
一
〇（
一
五
六

七
）年
に
伊
達
輝
宗
の
長
男

と
し
て
生
ま
れ
た
。
幼
名

は
梵
天
丸
。
幼
い
こ
ろ
右

眼
を
失
明
し
、「
独
眼
竜
」

と
い
う
呼
び
名
で
紹
介
さ

れ
る
こ
と
が
多
い
。

　
一
五
歳
で
初
陣
し
て
か

ら
は
戦
い
の
連
続
で
、一
八

歳
の
と
き
に
家
督
を
相
続
。

父
の
死
後
、葦
名
氏
を
破
っ

て
会
津
地
方
を
掌
握
し
、現

在
の
福
島
県
の
大
半
と
米

沢
地
方
、宮
城
県
ま
で
の
広

大
な
領
土
を
手
に
し
た
。

　
政
宗
は
趣
味
の
人
と
し

て
も
知
ら
れ
、和
歌
や
茶

道
、能
楽
に
長
じ
、能
書
家

だ
っ
た
。
料
理
好
き
で
も

あ
り
、仙
台
城
下
に
は
味
噌

倉
を
建
て
て
い
た
と
も
い

わ
れ
て
い
る
。

　
政
宗
は
ま
た
医
学
的
な

見
識
も
高
く
、奥
方
で
働
い

て
い
る
者
が
病
気
に
な
る

と
、自
ら
診
察
。
脈
を
と
っ

て
病
状
を
見
、処
方
す
べ
き

薬
を
指
定
し
て
そ
れ
を
医

師
に
渡
し
て
い
た
。
そ
の

と
き
、一
度
も
見
立
て
を
誤

ま
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と

い
う
。
一
方
で
、日
ご
ろ
か

ら
自
分
で
自
分
の
脈
も
と

っ
て
お
り
、体
調
不
良
を
感

じ
た
り
、自
身
の
見
立
て
に

疑
問
が
生
じ
た
と
き
は
医

戦
国
名
将
は
名
医
に
し
て
名
患
者
で
も
あ
っ
た

そ
ん
な
政
宗
は
身
体
の
健

康
に
気
遣
い
、早
寝
早
起
き

の
生
活
を
実
践
。
ま
た
日

ご
ろ
か
ら
周
囲
の
者
た
ち

に「
手
洗
い
を
忘
れ
る
な
」

と
言
い
聞
か
せ
て
い
た
と

い
う
。

　
天
正
一
八（
一
五
九
〇
）

か
ら
は
豊
臣
秀
吉
に
従
い
、

豊
臣
大
名
と
し
て
活
躍
。

慶
長
五（
一
六
〇
〇
）年
の

関
ヶ
原
の
戦
い
で
は
徳
川

家
康
に
功
績
が
認
め
ら
れ
、

六
〇
万
石（
の
ち
六
二
万

石
）を
領
し
、仙
台
城
を
修

築
し
て
こ
こ
に
移
っ
た
。

偉
人
に
学
ぶ
健
康
術

伊
達
政
宗

第
4
話

師
を
呼
び
、相
談
の
う
え
治

療
し
て
い
た
。

医
学
知
識
が
豊
富
で
あ
っ

て
も
、過
信
す
る
こ
と
が
な

か
っ
た
政
宗
は
、ま
さ
し
く

「
名
医
に
し
て
、名
患
者
」。

自
分
の
健
康
は
自
分
で
守

れ
る
だ
け
の
技
量
を
身
に

付
け
て
い
た
が
、医
師
に
任

せ
っ
ぱ
な
し
に
せ
ず
、医
師

を
な
い
が
し
ろ
に
も
し
な

か
っ
た
。

　
当
時
は
薬
と
さ
れ
て
い

た
煙
草
も
起
床
後
・
昼
・
睡

眠
前
の
一
日
三
回
吸
い
、酒

も
城
内
に
醸
造
所
を
つ
く

ら
せ
る
ほ
ど
味
に
こ
だ
わ

っ
て
い
た
。
こ
う
し
て
、戦

国
時
代
に
は
長
寿
と
な
る

七
十
歳
の
人
生
を
全
う
し

た
の
で
あ
る
。

独
自
の
養
生
法
を
確
立

戦
い
の
連
続
だ
っ
た
半
生

　
わ
が
国
で
初
め
て
人
体

の
解
剖
書
『
蔵
志
（
ぞ
う

し
）』
を
ま
と
め
た
江
戸
中

期
の
医
学
者
、
山
脇
東
洋

は
宝
永
二（
一
七
〇
五
）年
、

京
都
・
丹
波
国
亀
山
で
生

ま
れ
た
。
幼
い
こ
ろ
か
ら

学
問
に
長
じ
、
十
代
で
医

学
を
志
し
た
と
言
わ
れ
る
。

　
町
医
者
だ
っ
た
父
親
の

清
水
立
安
が
死
し
た
後
、

京
都
御
所
の
医
官
で
あ
っ

た
山
脇
玄
修
に
請
わ
れ
て

養
子
に
迎
え
ら
れ
、
翌
年

に
は
早
く
も
そ
の
家
督
を

継
い
だ
。

　
若
く
し
て
法
眼
（
奥
医

師
の
位
）
に
任
じ
ら
れ
た

東
洋
は
、
三
十
歳
を
過
ぎ

た
こ
ろ
か
ら
古
（
い
に
し

え
）
の
医
学
を
再
現
し
よ

う
と
す
る
「
古
医
方
派
」

の
後
藤
艮
山
に
師
事
し
、

近
代
解
剖
学
の
祖
、山
脇
東
洋
の
記
念
碑

漢
方
処
方
や
温
泉
療
法
な

ど
を
研
究
、
古
医
方
の
大

家
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
ま
た
、
古
く

か
ら
伝
え
ら
れ
て
き
た
人

体
の
内
部
構
造
に
つ
い
て

の
五
臓
六
腑
説
（
五
臓
＝

肝
臓
、
心
臓
、
脾
臓
、
肺
臓
、

腎
臓
）、
六
腑
＝
大
腸
、
小

腸
、
胆
、
胃
、
三
焦
、
膀
胱
）

に
疑
い
を
抱
き
、
内
臓
が

人
間
と
似
通
っ
て
い
る
川

獺
（
か
わ
う
そ
）
を
解
剖

し
て
み
た
が
、
疑
問
を
解

く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　
何
と
し
て
も
人
体
内
で

確
か
め
た
い
と
思
っ
て
い

た
東
洋
に
、
チ
ャ
ン
ス
が

訪
れ
た
。
宝
歴
四
（
一
七

五
四
）
年
、
京
都
の
刑
場

で
斬
刑
に
処
せ
ら
れ
た
罪

人
の
死
体
が
埋
葬
さ
れ
ず
、

六
角
獄
舎
に
戻
さ
れ
て
い

る
と
の
情
報
が
も
た
ら
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
東
洋
は
、

す
ぐ
に
解
剖
許
可
願
い
を

提
出
。
官
許
を
得
て
弟
子

ら
と
と
も
に
観
臓
（
解
剖
）

し
、
人
体
の
内
部
構
造
を

直
接
観
察
し
た
。
こ
の
と

き
の
記
録
が
ま
と
め
ら
れ

た
の
が
『
蔵
志
』
で
、
こ

れ
は
日
本
で
刊
行
さ
れ
た

最
初
の
人
体
解
剖
記
録
と

さ
れ
る
。

　
東
洋
は
宝
暦
一
二
年
に

も
刑
死
体
を
解
剖
し
、
同

年
夏
に
五
八
歳
で
こ
の
世

を
去
っ
た
。
彼
の
腑
分
け

（
解
剖
）
は
日
本
の
近
代
医

学
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、

江
戸
で
は
蘭
方
医
の
杉
田

玄
白
、
前
野
良
沢
ら
が
「
解

体
新
書
』
を
翻
訳
し
た
。

京
都
市
中
京
区
の
六
角
獄

舎
跡
（
六
角
通
大
宮
西
入
）

に
は
、「
日
本
近
代
医
学
の

あ
け
ぼ
の
　
山
脇
東
洋
観

臓
之
地
」
と
記
さ
れ
た
記

念
碑
が
建
っ
て
い
る
。

山
脇
東
洋
観
臓
之
地

医
史
跡
を
訪
ね
て【
第
4
回
】

【
交
通
の
ご
案
内
】

京
都
市
営
地
下
鉄「
二

条
城
前
駅
」下
車
・
徒

歩
10
分

阪
急
京
都
線「
大
宮

駅
」下
車
・
徒
歩
7
分

2
＋
2
ノ
ズ
ル（
ワ
イ

ド
噴
流
）に
よ
る
新
し

い
治
療
感

　
ア
ク
ア
タ
イ
ザ
ー

Q
Z-

2
4
0
S
G
は
、ミ
ナ

ト
医
科
学
が
開
発
し
た
独
自

の
4
基
の
ノ
ズ
ル
を
、マ
ッ

サ
ー
ジ
す
る
部
位
や
パ
タ
ー

ン
に
合
わ
せ
て
切
り
替
え
る

こ
と
で
、こ
れ
ま
で
に
な
い

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
豊
か
な
治

療
を
実
現
し
ま
す
。

例
え
ば
、2
＋
2
ノ
ズ
ル（
ワ

イ
ド
噴
流
）と
2
ノ
ズ
ル
を

切
り
替
え
る
こ
と
に
よ
り
、

〝
広
範
囲
の
治
療
〞や〝
必
要

な
部
位
へ
の
集
中
的
な
治

療
〞な
ど
、治
療
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
が
増
大
し
ま
す
。

多
彩
な
マ
ッ
サ
ー
ジ

パ
タ
ー
ン
と
モ
ー
ド

　
Q
Z-

2
4
0
S
G
は
さ

ま
ざ
ま
な
マ
ッ
サ
ー
ジ
パ

ベッド型マッサージ器 アクアタイザーグッドデザイン賞受賞

常に先進のウォーターマッサージベッドをお届けして
きたミナト医科学の「アクアタイザーQZシリーズ」。
QZ-240SGはその実績と技術を生かし、未来感覚の
デザインに数々の快適機能を搭載した、より進化した
ウォーターマッサージベッドです。

ベッド型マッサージ器　アクアタイザー QZ-240SG　
認証番号：224AABZX00057000

管理医療機器　特定保守管理医療機器

タ
ー
ン
や
モ
ー
ド
、強
さ
を

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、患

者
様
一
人
ひ
と
り
の
症
状
に

合
わ
せ
た
治
療
を
提
供
し
ま

す
。

　
マ
ッ
サ
ー
ジ
パ
タ
ー
ン
は

「
さ
す
る
」「
こ
ね
る
」「
も
む
」

「
お
す
」「
た
た
く
」「
な
で
る
」

「
の
ば
す
」の
7
種
類
。
し

か
も
、ノ
ズ
ル
の
移
動
速
度

を
変
え
る
こ
と
で
、リ
ラ
ク

ゼ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
な
刺
激
ま
で
幅
広
い
治

療
が
可
能
で
す
。

　
さ
ら
に
、ノ
ズ
ル
数
を
切

り
替
え
れ
ば
刺
激
の
バ
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
も
変
化
し
ま
す
。

7
種
類
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
パ
タ

ー
ン
に「
通
常
モ
ー
ド
」と

「
ゆ
る
や
か
モ
ー
ド
」と
を

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、好
み
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
モ

ー
ド
を
選
択
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

エ
ア
バ
ッ
グ
で
足
を

ソ
フ
ト
に
ホ
ー
ル
ド 

　
足
部
エ
ア
バ
ッ
グ
が
脚
の

開
き
を
防
止
し
、治
療
部
位

に
適
し
た
脚
位
置
を
保
持
。

ふ
く
ら
は
ぎ
か
ら
太
も
も
に

か
け
て
の
刺
激
感
が
大
幅
に

向
上
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、足
を
ソ
フ
ト
に
ホ

ー
ル
ド
す
る
こ
と
で
身
体
が

安
定
し
、頭
部
の
揺
れ
が
低

減
さ
れ
ま
す
。

　
ベ
ッ
ド
に
横
に
な
る
際
、

足
部
エ
ア
バ
ッ
グ
に
足
を
入

れ
る
こ
と
で
、初
め
て
の
患

者
様
に
も
寝
る
位
置
が
わ
か

り
や
す
い
親
切
設
計
に
な
っ

て
い
ま
す
。

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
豊
か
な
治
療

操
作
性
・
快
適
性
を
追
求
し
た

さ
ま
ざ
ま
な
先
進
機
能

手触りが良く、すべりにくい

連動昇降式平行棒 パラレール

頭
の
位
置
を
自
動
検
知
す
る
セ
ン
サ
ー

　
患
者
様
が
ベ
ッ
ド
に
横
た
わ
る
と
、セ

ン
サ
ー
が
頭
の
位
置
を
検
知
。
自
動
的
に

身
長
を
計
測
し
、治
療
部
位
に
応
じ
た
マ

ッ
サ
ー
ジ
位
置
を
設
定
し
ま
す
。
こ
れ
ま

で
の
よ
う

に
、患
者
様

一
人
ひ
と
り

の
身
長
を
設

定
す
る
必
要

が
な
く
、オ

ペ
レ
ー
タ
ー

の
手
間
を
軽

減
し
ま
す
。

ウェルトニック

高齢者の身体機能を高め、日常生活に必要な筋力を包括的に強化

２極の導子で大きな筋収縮を引き起こす“スーパータイダル波”

一般医療機器　特定保守管理医療機器

測定機能付自力運動訓練装置

ウェルトニック WT-i01（レッグプレス） ウェルトニック WT-i02（レッグエクステンション）

ウェルトニック WT-i03（ローイング） ウェルトニック WT-i04（アブダクション）

届出番号：27B2X00088000011 届出番号：27B2X00088000012

届出番号：27B2X00088000013 届出番号：27B2X00088000014

高
齢
者
の
転
倒
事
故
を
防
ぎ
、介
護
不
要
の

自
立
し
た
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
、

身
体
機
能
の
向
上
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ミ
ナ
ト
医
科
学
の「
ウ
ェ
ル
ト
ニ
ッ
ク
W
T-

i

シ
リ
ー
ズ
」は
、そ
う
し
た
社
会
的
要
請
に

応
え
て
設
計
・
開
発
さ
れ
た
高
齢
者
の
た
め
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
で
す
。
C
G
T（
包
括

的
高
齢
者
運
動
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）に
必
要
と
さ

れ
る
4
機
種
を
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
の
搭
載
に
よ
り
、C
G
T
を

よ
り
効
率
的
に
実
行
で
き
、利
用
者
の
満
足
度

を
高
め
ら
れ
ま
す
。

バ
ー
に
弾
力
性
の
あ
る
素
材
を
採
用
。
す
べ
り

に
く
く
、握
っ
た
際
に
安
定
感
が
あ
り
、金
属

素
材
の
よ
う
な
冷
た
さ
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ゴ

ム
製
エ
ン
ド
キ
ャ
ッ
プ
で
安
全
に
配
慮
。
バ
ー

の
高
さ
は
無
段
階
で
調
節
が
可
能
で
す
。

高
い
操
作
性
と

充
実
の
筋
力
測
定
機
能

　
電
動
負
荷
方
式
で
ポ
ジ

シ
ョ
ニ
ン
グ
以
外
の
操
作
は

す
べ
て
パ
ネ
ル
上
で
行
え
る

た
め
、
取
り
扱
い
が
き
わ
め

て
容
易
で
す
。「
筋
力
測
定
」

や
「
カ
ウ
ン
タ
ー
」
の
機
能

を
標
準
装
備
し
、
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
評
価
が
容
易
に
行
え
ま

す
。
各
機
種
と
も
に
1
0
N

（
1.
0
2
kg
）
ご
と
に
負
荷

を
設
定
で
き
ま
す
。

　
バ
ー
と
床
の
間
に
障
害
物

が
無
く
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の

際
に
セ
ラ
ピ
ス
ト
の
邪
魔
に

な
り
ま
せ
ん
。

　
目
盛
り
は
数
字
を
色
分
け

す
る
こ
と
で
、
高
さ
を
調
節

す
る
際
に
見
や
す
く
、
わ
か

り
や
す
い
仕
様
に
し
ま
し

た
。

脊柱弯曲運動の正常化を図る
Spine Dynamics（SD）療法

脊
柱
の
弯
曲
運
動
に
は「
末
梢
関
節
へ
の
運
動
連
鎖
を
起
こ
す
機
能
」と

「
運
動
時
の
衝
撃
を
吸
収
す
る
機
能
」と
い
う
2
つ
の
は
た
ら
き
が
あ
り

ま
す
。
弯
曲
運
動
に
異
常
が
生
じ
る
と
、脊
柱
の
動
き
を
補
う
た
め
に

末
梢
関
節
に
ス
ト
レ
ス
が
か
か
り
、疼
痛
が
生
じ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、

衝
撃
吸
収
機
能
の
低
下
は
、体
幹
・
四
肢
運
動
連
鎖
の
破
綻
に
よ
る
筋

出
力
低
下
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

こ
の
脊
柱
弯
曲
運
動
の
正
常
化
を
は
か
る
の
が
S
p
i
n
e 

D
y
n
a
m
i
c
s（
S
D
）療
法
で
あ
り
、姿
勢
制
御
機
構
の
正
常
化

に
つ
な
が
り
ま
す
。
S
D
シ
リ
ー
ズ
は
、体
力
の
低
い
方
で
も
正
し
い

脊
柱
弯
曲
運
動
を
簡
単
か
つ
安
全
に
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

れ
に
よ
っ
て
脊
柱
の
柔
軟
性
を
取
り
戻
し
ま
す
。

　
ペ
ダ
ル
を
踏
め
ば
ロ
ッ
ク

が
解
除
さ
れ
、
バ
ー
を
上
下

す
る
だ
け
で
高
さ
調
節
が
可

能
で
す
。

新
型
ワ
イ
ド
レ
ン
ジ
の
低
周
波
治
療
器
ポ
ラ

リ
ス
カ
イ
ネ
。そ
の
、独
自
の
波
形「
ス
ー
パ
ー

タ
イ
ダ
ル
波
」が
さ
ら
に
進
化
し
ま
し
た
。

ス
ー
パ
ー
タ
イ
ダ
ル
の
特
徴
で
あ
る
２
極
の

導
子
に
よ
る
な
め
ら
か
で
広
が
り
の
あ
る
刺

激
感
に
、パ
ル
ス
タ
イ
ダ
ル
の
力
強
い
刺
激
感

を
加
え
た
新
開
発「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
タ
イ
ダ
ル
」

が
新
た
な
治
療
感
を
提
供
し
ま
す
。

独
自
の
波
形

ス
ー
パ
ー
タ
イ
ダ
ル
波

　
中
周
波
領
域
を
用
い
て
独

自
に
開
発
し
た
〝
ス
ー
パ
ー

タ
イ
ダ
ル
波
〞
は
、
皮
膚
バ

リ
ア
を
突
破
す
る
際
の
痛
み

と
不
快
感
を
抑
え
て
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
効
率
良
く
体
内
に

送
り
届
け
ま
す
。
そ
し
て
、

幅
広
い
周
波
数
を
組
み
合
わ

せ
て
刺
激
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
多
様
な
筋
に
強
い
収
縮

を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

多
彩
な
治
療
モ
ー
ド

　
ポ
ラ
リ
ス
カ
イ
ネ 

P
O ‒ 

3
i
／
P
O ‒ 

S
は
、「
ス
ー

パ
ー
タ
イ
ダ
ル
モ
ー
ド
」「
パ

ル
ス
タ
イ
ダ
ル
モ
ー
ド
」「
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
タ
イ
ダ
ル
モ
ー

ド
」「
タ
イ
ダ
ル
２
モ
ー
ド
」

「
タ
イ
ダ
ル
4
モ
ー
ド

（
P
O ‒ 

3
i
の
み
）」
の
治

療
モ
ー
ド
が
選
択
で
き
ま

す
。

平
行
棒
で
訓
練
す
る
際
に
姿

勢
を
確
認
す
る
た
め
の
鏡

と
、
デ
ザ
イ
ン
の
統
一
が
図

れ
ま
す
。

　
ま
た
、
パ
ラ
レ
ー
ル
お
よ

び
姿
勢
矯
正
鏡
は
、
ラ
ベ
ン

ダ
ー
、
ピ
ン
ク
、
グ
リ
ー
ン
、

オ
レ
ン
ジ
の
4
色
の
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
ラ
イ
ン
ナ
ッ

プ
し
て
い
ま
す
。

伊達政宗騎馬像（仙台市・仙台城本丸）

長
い
間
戦
乱
の
中
に
身
を

置
き
続
け
て
き
た
政
宗
は
、

こ
の
と
き
よ
う
や
く
平
穏

な
日
々
を
取
り
戻
し
た
よ

う
だ
。

　
そ
の
後
、北
上
川
の
土
木

工
事
を
完
成
さ
せ
、こ
れ
に

よ
っ
て
仙
台
藩
の
米
作
、江

戸
へ
の
回
米（
年
貢
米
の
輸

送
）の
基
盤
を
築
き
上
げ

た
。
ま
た
キ
リ
シ
タ
ン
に

興
味
を
も
ち
、慶
長
一
八

（
一
六
一
三
）年
に
家
臣
の

支
倉
常
長
を
ス
ペ
イ
ン
、ロ

ー
マ
に
派
遣
し
た
こ
と
で

も
知
ら
れ
る
。

下肢からの刺激により、
三次元的な脊柱の動きを
誘発し、体幹のみならず
上下肢関節周囲の筋緊張
を連鎖的に解放させる
シンクロウェイヴ　SD-100W

不安定座面で骨盤の動き
を引き出す
フレックスチェア　SD-100F

体重を免荷した状態で胸
椎の捻転運動
ツイストチェア　SD-100T

骨盤の前傾運動を簡単に引
き出す
ストレッチングベンチ　SD-100B

スティック上に寝ることで
胸椎椎間関節・肋椎関節の
動きを誘発
ストレッチングスティック　SD-100S

低周波治療器 ポラリスカイネ

管理医療機器
特定保守管理医療機器
低周波治療器 ポラリスカイネPO-3i
認証番号：224AIBZX00062000

低周波治療器 ポラリスカイネPO-S
認証番号：224AIBZX00042000
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